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 近年、DX化に伴う熱センシングの需要などにより、熱電発電を応用した熱流センサーが注

目されている[1]。磁性体における異常ネルンスト効果(ANE)は磁化と温度勾配の垂直方向に

起電力が生じる現象であり、面直の熱流に対して面内方向に直列接続することで電圧を積算

でき、薄膜技術を用いた大面積・フレキシブル化が可能な熱電変換技術として期待されてい

る[2,3]。ANE型の熱流センサー[4-6]は測定物の面直方向へ流れる熱流を対象としているが、

面直と面内方向の熱流が同時に存在する実環境では磁性体はANEだけでなくゼーベック効果

(SE)も示す。そのため、面内に生じた温度差によるSEが意図しないオフセットとして測定電

圧に重畳し、ANE型の熱流センサーを実用化するうえでの大きな課題となっている。 

そこで本研究では、ANE型の熱流センサーの構

造に着目し、面直方向の熱流のみを測定する熱

流センサーの開発を試みた。磁気熱流センサー

は、積算回路形成のために磁性金属細線と電極

細線が直列に接続されたメアンダ構造から構

成される。この磁性金属細線と電極細線のゼー

ベック係数差を0とすることで、面内熱流がつ

くるSE由来の起電力が打ち消され、面直方向の

熱流のみの測定が可能となる。 

本発表では、磁性金属細線と電極細線のゼーベック係数を制御し作製した ANE 型の熱流セ

ンサーの熱流センシング特性について議論する。 
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Figure. Schematics of a heat flux sensor based on 

ANE. VANE and VSE are induced by ∇Tperp. and 

∇Tin-plane, respectively. 
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